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自治体財政の確立にむけて！！
自治体
財 政
セミナー

「
財
務
諸
表
」準
備
は
大
丈
夫
？

２
月
１２
日
、
道
本
部
は
自
治
体
財
政
の
確
立
に
む
け
て
、
０８
年
度
道
本
部
「
自
治
体

財
政
セ
ミ
ナ
ー
」
を
札
幌
市
内
で
開
催
し
た
。
厳
し
い
自
治
体
財
政
の
状
況
や
、
自
治

体
財
政
健
全
化
法
の
成
立
な
ど
で
関
心
が
高
い
た
め
組
合
員
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の

議
員
や
自
治
体
関
係
者
な
ど
１
６
０
人
を
超
え
る
参
加
者
と
な
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
地
方
自

治
総
合
研
究
所
・
研
究
員
の

高
木
健
二
さ
ん
が
「
２
０
０

８
年
度
地
方
財
政
計
画
と
地

方
財
政
健
全
化
法
」
に
つ
い

て
話
し
た
。
高
木
さ
ん
は

「
０８
年
度
地
方
財
政
計
画

は
、
第
１
に
、
自
公
政
権
与

党
が
０７
年
参
議
選
で
大
敗
し

た
こ
と
を
受
け
、
衆
議
選
対

策
の
た
め
に
７
年
ぶ
り
に
わ

ず
か
な
が
ら
拡
大
型
と
な
っ

た
。
第
２
に
、
参
議
院
選
挙

の
争
点
と
な
っ
た
自
治
体
間

格
差
の
是
正
を
ど
う
盛
り
込

む
か
が
焦
点
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
東
京
都
、

愛
知
県
な
ど
の
地
方
法
人
事

業
税
を
国
が
取
り
上
げ
て
地

方
に
ば
ら
ま
く
「
水
平
的
財

政
調
整
」
の
導
入
に
よ
り
是

正
を
図
っ
た
。
こ
の
方
法
は

地
方
自
治
の
観
点
か
ら
問
題

が
大
き
い
」
と
指
摘
し
た
。

「
自
治
体
の
公
会
計
改

革
」
の
講
演
で
は
、
地
方
自

治
総
合
研
究
所
・
研
究
員
の

菅
原
敏
夫
さ
ん
に
よ
る
「
自

治
体
の
資
産
の
考
え
方
」
や

「
企
業
会
計
と
同
じ
よ
う
に

行
う
意
味
」
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
公
会
計
の
整

備
と
し
て
「
財
務
諸
表
は
０９

年
度
ま
で
に
作
成
・
公
表
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
０８
年
度
の
諸
表
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
そ

の
準
備
が
自
治
体
で
で
き
て

い
る
の
か
」
な
ど
を
指
摘
し

た
。

自治体にとっては、今一番の関心事、参加者は１６０人を越えた＝２月１２日、札幌
ガーデンパレス

こ
こ
数
年
、
北
海
道
に
入
港
す
る
米

海
軍
の
イ
ー
ジ
ス
艦
。
今
年
も
２
月
６

日
に
「
ジ
ョ
ン
・
Ｓ
・
マ
ッ
ケ
イ
ン
」

が
小
樽
港
に
入
港
し
た
。
高
橋
知
事

は
、
道
民
の
安
全
や
暮
ら
し
を
無
視
し

政
府
の
言
い
な
り
だ
っ
た
。
核
兵
器
の

搭
載
が
無
い
。
港
湾
業
務
に
支
障
が
な

い
。
出
入
港
の
安
全
が
確
認
さ
れ
た
と

い
う
の
だ
。
し
か
し
一
歩
間
違
え
ば
、

２
月
１９
日
に
起
き
た
海
上
自
衛
隊
・
イ

ー
ジ
ス
艦
「
あ
た
ご
」
の
衝
突
事
故
の

よ
う
な
悲
惨
な
事
故
に
つ
な
が
る
。
千

歳
に
移
転
の
米
空
軍
訓
練
も
危
険
だ
。

何
か
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。

「
職
場
に
お
い
て
権
利
が
守
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
は
『
働
く
こ

と
』
の
前
提
で
あ
り
、
営
々
と
築

き
上
げ
ら
れ
て
き
た
『
文
化
』
に

他
な
ら
ず
、
生
き
る
力
は
、
職
業

能
力
だ
け
で
は
な
く
、
権
利
主
張

を
す
る
知
識
と
気
構
え
を
も
含

む
」。同
時
に
こ
の
よ
う
な
権
利
教

育
は
、
民
主
主
義
の
担
い
手
を
養

成
す
る
と
い
う
市
民
教
育
で
も
あ

る
。こ

れ
が
、
昨
年
末
に
立
ち
上
げ

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
職
場
の
権
利
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
設
立
の
精
神
で
あ

り
、
結
成
の
経
緯
か
ら
私
が
代
表

理
事
に
な
っ
た
。

職
場
に
お
い
て
権
利
を
ど
う
守

る
か
は
労
働
法
の
主
要
な
課
題
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
個
々
の
労

働
者
が
権
利
内
容
を
知
る
と
と
も

に
そ
れ
を
実
現
す
る
気
構
え
、
気

合
い
が
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
そ

れ
を
社
会
的
に
支
援
す
る
し
く

み
、
た
と
え
ば
労
働
組
合
や
相
談

体
制
も
必
要
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
学
校
教
育
等
に
お
い

て
、
職
場
の
権
利
に
関
す
る
教
育

は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
最
近
は
や

り
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
論
で
も
そ
の

点
へ
の
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

労
働
政
策
を
審
議
す
る
北
海
道

労
働
審
議
会
は
、
学
校
教
育
に
お

け
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
を
提
言

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
は
こ

の
動
き
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

１
月
か
ら
そ
れ
を
実
現
、
支
援
す

る
た
め
に
次
の
事
業
を
企
画
し
、

活
動
を
始
め
た
。
�
学
校
教
育
の

場
に
専
門
家
を
派
遣
。
専
門
家
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
人
材
の
デ

ー
タ
作
成
�
資
料
や
テ
キ
ス
ト
作

成
。
調
査
・
研
究
�
担
い
手
の
教

育
・
研
修
を
行
う
こ
と
、で
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
職
場
の
権
利
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
設
立

北
海
道
大
学
教
授

道
幸

哲
也

軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍軍隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊のののののののののののののののののの本本本本本本本本本本本本本本本本本本質質質質質質質質質質質質質質質質質質ああああああああああああああああああららららららららららららららららららわわわわわわわわわわわわわわわわわわ 朔 風
米空軍訓練千歳移転反対集会

２
月
２３
日
、
連
合
北
海
道

な
ど
が
主
催
す
る
、「
米
空
軍

戦
闘
機
千
歳
基
地
訓
練
移
転

反
対
全
道
集
会
」
が
千
歳
市

内
で
開
か
れ
８

０
０
人
が
参
加

し
た
。

こ

の

な

か

で
、
�
柳
連
合

北
海
道

会

長

は
、「
イ
ー
ジ
ス

艦
の
衝
突
事
故

で
防
衛
省
の
隠

蔽
体
質
が
あ
ら

わ
に
な
っ
た
と

同
時
に
、
こ
れ

は
軍
隊
の
本
質
的
な
側
面
で

あ
る
」
と
指
摘
、
批
判
し

た
。
ま
た
、「
今
回
の
千
歳
へ

の
訓
練
移
転
は
岩
国
か
ら
の

移
転
で
あ
り
、
沖
縄
の
『
痛

み
の
分
か
ち
合
い
』
と
は
次

元
の
異
な
る
問
題
だ
」
と
述

べ
、
今
後
も
移
転
反
対
、
白

紙
撤
回
を
求
め
て
い
く
決
意

を
明
ら
か
に
し
た
。

集
会
は
、
決
議
を
採
択

後
、
市
内
を
デ
モ
行
進
し

た
。

JICHIRO スケジュール
２００８年３月

７日�金 対自治体闘争２９分時間内くいこみ集会

８日�土 ３．８国際女性デー北海道集会（札幌市）

１１日�火 第１２回執行委員会（札幌市）

公立病院改革対策会議（東京）

１２日�水 連合０８春季生活闘争総決起集会（札幌市）

１５日�土 公立病院改革ガイドラインに係わる対策会議

（札幌市）

道本部ホームページ

組合員専用ページは

北海道市町村職員福祉協会の

団体ゴルファー保険
〈ゴルフ特約等付帯 賠償責任保険〉

ホホーールルイインンワワンン・・アアルルババトトロロスス費費用用担担保保特特約約付付

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

３月２１日まで受付中

◆パンフレットのご請求・お問い合わせは…

北海道ポールスターサービス�株保険部
〒０６０―０００４ 札幌市中央区北４条西６丁目１毎日札幌会館９Ｆ

ＴＥＬ（０１１）２５１―０４６０ ＦＡＸ（０１１）２５１―０４６３

●引受保険会社：�損害保険ジャパン 札幌支店 営業課

●推薦団体

自治労北海道本部・北海道市町村職員共済組合

�北海道市町村職員福祉協会・北海道市町村職員年金者連盟

ゴルフシーズンは『安心の確保』から始まります！

万一の賠償事故やプレーヤーご自身のケガ、大切なゴルフ用品の盗

難などゴルフにも思わぬ危険がいっぱいです。団体ゴルファー保険の

ワイドな補償で安心ゴルフをお楽しみください。

もちろん、ホールインワン・アルバトロス達成時の祝賀費用もセッ

トされています。

しかも、保険料は団体割引適用で３０％オフと大変割安です。

●保険料（１年間）

３千円、４千円、５千円、６千円、１万円の５タイプをご用意。

●申込締切日：２００８年３月２１日�
※締切日以降のお申込はお取扱いできません。

●保険期間：２００８年４月１日�から１年間

※この保険に加入できる方は�北海道市町村職員福祉協会の会員と

そのご家族です。

市町村共済加入自治体職員

ゴルファー保険

ユーザー名：douhonbu
パスワード：jh2007

菅原敏夫さん

自治労北海道

高木健二さん

参加者は悪天候の中デモ行進した。左が�柳会長

私の視点

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２００８年３月１日（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９４５号
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地地域域のの声声 国国会会にに届届けけるる

職職
場場
だだ
よよ
りり

労
働
組
合
の
原
点
は
結
束
力
�

【
七
飯
町
労
連
】
今
年
も
リ

ス
ト
バ
ン
ド
着
用
で
全
組
合

員
の
意
思
表
示
と
結
束
力
を

強
め
よ
う
！

七
飯
町
は
、
米
国
ボ
ス
ト

ン
の
隣
町
コ
ン
コ
ー
ド
町
と

姉
妹
都
市
提
携
し
て
い
ま
す

が
、
同
町
出
身
の
ウ
ィ
ッ
ト

ニ
ー
・
ウ
ォ
レ
ン
さ
ん
（
２５

歳
）
が
交
流
職
員
と
し
て
七

飯
町
労
連
の
組
合
員
と
机
を

並
べ
て
働
い
て
い
ま
す
。

そ
の
ウ
ィ
ッ
ト
ニ
ー
さ
ん

の
右
腕
に
リ
ス
ト
バ
ン
ド
が

…
…
実
は
、
こ
の
リ
ス
ト
バ

ン
ド
に
は
、「
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ｓ
Ｏ

Ｘ

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｂ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
と
彫
り
こ
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
で
す
、
ボ

ス
ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
の

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
着
用
し

て
い
る
リ
ス
ト
バ
ン
ド
な
ん

で
す
。
春
闘
を
闘
う
自
治
労

の
証
と
一
緒
で
す
。
０７
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
優
勝
を
信
じ

て
止
ま
な
い
と
い
う
フ
ァ
ン

の
気
持
ち
を
共
有
す
る
意
思

表
示
と
し
て
着
用
し
て
い
た

も
の
で
す
。

０８
春
闘
は
格
差
社
会
解
消

を
求
め
強
力
に
推
し
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
ま
ず
、
自
治
労
道
本
部

に
結
集
す
る
全
組
合
員
が
、

労
働
運
動
の
原
点
で
あ
る
一

人
ひ
と
り
の
固
い
意
思
表
示

と
団
結
に
よ
っ
て
断
固
闘
い

ぬ
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

（
委
員
長
・
杉
原

太
）

衆衆議議院院議議員員おおおおささかか誠誠二二新春の集い

逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
の

「
新
春
の
集
い
」
が
、
２
月

１１
日
函
館
国
際
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
会
場
に
は
約
１
、
４

０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

今
期
限
り
の
引
退
を
決
意

し
、
道
８
区
を
逢
坂
衆
議
に

引
き
継
い
だ
、
金
田
誠
一
衆

議
が
逢
坂
衆
議
を
壇
上
で
出

迎
え
、
会
場
の
熱
気
は
絶
頂

に
達
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
民
主
党
北

海
道
・
鉢
呂
吉
雄
代
表
を
は

じ
め
、
管
内
か
ら
首
長
や
議

会
関
係
者
な
ど
、
多
く
の
来

賓
も
集
ま
っ
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
逢
坂

衆
議
は
、「
国
の
三
位
一
体
改

革
以
後
、
自
治
体
財
政
が
苦

し
さ
を
増
し
、
本
当
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
地
域

の
思
い
や
実
態
が
、
国
に
届

い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」

と
述
べ
、
今
、
問
題
に
な
っ

て
い
る
道
路
特
定
財
源
に
つ

い
て
、「
地
方
財
政
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
は
熟
知
し
て
い

る
が
、
や
は
り
一
般
財
源
化

の
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
地
方

の
負
担
が
増
大
す
る
議
論
で

あ
れ
ば
、
明
確
に
反
対
の
声

を
上
げ
る
。
私
は
ニ
セ
コ
町

長
出
身
で
あ
り
、
政
治
活
動

の
原
点
は
地
方
自
治
に
あ

る
。
引
き
続
き
、
地
域
の
声

を
国
会
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

さ
ら
に
、「
現
職
と
は
い

え
、
こ
の
８
区
管
内
で
は
無

名
の
新
人
と
同
じ
。
皆
さ
ん

の
支
援
を
頂
き
な
が
ら
、
来

る
総
選
挙
に
向
け
気
を
緩
め

ず
に
頑
張
る
」
と
決
意
を
述

べ
、
満
場
の
拍
手
に
包
ま
れ

た
。

（
函
館
市
職
労
・

川
村

俊
一
）

ウィットニー・ウォレンさんの右
手首には、JICHIRO HOKKAIDO
と同じ赤いリストバンドが……

金田衆議（写真右）から、道８区を引き継いだ
逢坂衆議（写真左）。２人でガッチリ握手した

道本部学校
２
月
２３
日
、
自
治
労
会
館

で
自
治
労
北
海
道
学
校
「
保

育
学
習
会
」「
社
会
福
祉
コ
ー

ス
」
を
開
き
４８
単
組
・
８３
人

が
参
加
し
た
。

全
体
集
会
で
は
、
道
本
部

社
会
福
祉
評
議
会
か
ら
平
川

事
務
局
長
が
「
保
育
制
度
の

規
制
緩
和
の
動
き
に
つ
い
て

～
規
制
改
革
会
議
の
ね
ら
い

と
問
題
点
」
と
題
し
て
基
調

提
起
を
行
っ
た
。「
規
制
改
革

会
議
」
は
、
�
施
設
と
利
用

者
と
の
間
の
直
接
契
約
、
�

応
益
負
担
方
式
、
�
保
育
所

と
幼
稚
園
の
完
全
一
元
化
、

�
直
接
補
助
方
式
に
転
換
、

�
「
育
児
保
険
（
仮
称
）」の

創
設
、
保
育
士
資
格
の
緩
和

を
ね
ら
っ
て
い
る
。
も
し
こ

れ
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
市
町

村
に
お
け
る
子
育
て
支
援
計

画
の
空
洞
化
、
保
育
の
地
域

間
格
差
は
拡
大
し
、
保
育
の

権
利
性
が
否
定
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
保
護
者
、
地

域
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

情
勢
認
識
を
一
致
し
て
取
り

組
み
を
進
め
よ
う
」
と
提
起

し
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
は
保
育

学
習
会
と
社
会
福
祉
コ
ー
ス

に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
学
習

し
た
。

保
育
学
習
会

�
２
０
０
７
年
１２
月
に
、

保
育
指
針
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
前
自
治
労
社
会

福
祉
評
議
会
副
議
長
・
尾
崎

玲
子
さ
ん
が
■
保
育
所
の
役

割
は
、「
養
護
と
教
育
を
一
体

的
に
行
う
保
育
」
と
保
護
者

支
援
が
よ
り
明
確
に
な
っ

た
。
■
小
学
校
と
の
連
携
と

し
て
、
記
録
の
送
付
の
取
り

組
み
、
保
育
計
画
・
評
価
、

職
員
の
資
質
向
上
に
向
け
て

取
り
組
み
が
必
要
。
■
今
後

の
課
題
と
し
、
検
討
会
で
も

公
立
の
臨
職
の
多
さ
は
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、
人
材
確
保

と
育
成
が
重
要
だ
と
話
し

た
。
�
中
川
町
幼
児
セ
ン
タ

ー
の
菅
生
則
子
さ
ん
が
、
２

０
０
７
年
４
月
１
日
、「
認
定

こ
ど
も
園
中
川
町
幼
児
セ
ン

タ
ー
（
類
型
�
幼
保
連
携

型
）」を
開
設
し
た
経
過
を
説

明
し
た
。
両
資
格
必
須
（
幼

稚
園
教
諭
・
保
育
士
）
が
原

則
と
な
っ
て
い
る
た
め
ど
ち

ら
か
の
資
格
し
か
取
得
し
て

い
な
い
職
員
が
資
格
取
得
に

努
め
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に

臨
時
職
員
の
採
用
が
難
し
い

点
な
ど
の
問
題
点
や
、
幼
児

セ
ン
タ
ー
の
意
義
と
、
職
員

が
「
お
互
い
に
違
い
を
受
け

と
め
る
・
認
め
る
・
判
ろ
う

と
す
る
」
と
い
う
努
力
・
意

識
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
話
し
た
。

社
会
福
祉
コ
ー
ス

�
岩
手
県
社
会
福
祉
事
業

団
・
藤
田
泰
さ
ん
が
、
現
場

に
お
け
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
苦
情
解
決
の
し
く
み
、

第
三
者
評
価
な
ど
で
事
業
の

透
明
性
の
確
保
を
進
め
て
い

る
こ
と
、
社
会
福
祉
職
場
に

お
け
る
人
材
確
保
、
介
護
報

酬
の
改
善
の
必
要
性
な
ど
を

述
べ
た
。
ま
た
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
成
立
以
降
、
資

格
の
あ
り
方
と
制
度
改
善
が

必
要
だ
と
話
し
た
。

�
道
社
福
協
の
白
戸
一
秀

さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
は
、

本
格
的
な
超
高
齢
化
社
会
の

入
り
口
と
な
り
、
認
知
症
高

齢
者
は
２
５
０
万
人
に
達
す

る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
に
対

応
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
従

業
者
は
、
低
い
給
与
水
準
と

高
い
離
職
率
と
な
っ
て
い
る

問
題
点
を
指
摘
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
福
祉
人

材
確
保
指
針
を
改
定
し
た

が
、
実
効
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
、
地
方
自
治
体
に
対
す

る
、
社
会
福
祉
士
の
任
用
拡

大
、
新
た
な
職
域
の
開
拓
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
市
町

村
行
政
に
お
け
る
社
会
福
祉

士
の
活
用
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
と
話
し
た
。

赤
い
リ
ス
ト
バ
ン
ド
（
ボ
ス

ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
）

規
制
改
革
の
ね
ら
い
は
？

福
祉
は
ど
う
な
る

１
月
３０
日
に
発
覚
し
た
中
国
産
ギ
ョ

ー
ザ
中
毒
事
件
は
、
食
材
を
輸
入
品
に

依
存
す
る
日
本
の
「
食
の
安
全
」
が
、

砂
上
の
楼
閣
の
上
に
あ
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
安
全
、
安
心
な
食

生
活
の
た
め
に
国
産
の
食
材
を
取
り
入

れ
た
く
て
も
、
食
料
自
給
率
が
４０
％
を

切
り
、
農
業
従
事
者
も
減
少
す
る
な

ど
、
国
民
の
要
請
に
応
え
ら
れ
な
い
現

状
で
す
。
畜
産
・
酪
農
の
分
野
で
も
同

様
で
、
私
は
民
主
党
の
畜
産
酪
農
対
策

小
委
員
会
座
長
と
し
て
、
２
月
２０
日
の

農
林
水
産
委
員
会
で
、畜
産
・
酪
農
家
の

経
営
安
定
の
た
め
、
民
主
党
が

取
り
ま
と
め
た
「
飼
料
価
格
の

高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
」
の

実
施
を
農
林
水
産
省
に
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
２２
日
の
全
国
町
村
職
総

決
起
集
会
・
北
海
道
参
加
者
の
皆
様
と

交
流
を
深
め
、
若
い
方
々
の
パ
ワ
ー
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

めまぐるしく変っていく制度を学習する参加者

「
食
の
安
全
」は

砂
上
の
楼
閣
な
の
か

先
日
、
あ
る
集

会
に
参
加
し
た
と

き
の
、
デ
モ
行
進

で

の

こ

と

を

少
々
。
先
導
す
る

街
宣
車
の
「
市
民

の
皆
さ
ん
～
」
と

い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
淡
々
と
原
稿
を
読
み
上
げ

て
い
る
よ
う
で
非
常
に
抑
揚

が
な
く
、
ま
た
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
も
何
か
中
途
半
端
な

感
じ
で
「
本
当
に
訴
え
る
気

が
あ
る
の
か
？
」
と
正
直
思

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
集
会
自
体
を
批
判
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
読
み
上

げ
て
い
る
人
を
中
傷
す
る
も

の
で
も
な
い
で
す
。
考
え
さ

せ
ら
れ
た
の
は
、
私
た
ち
が

よ
く
言
う
「
市
民
を
巻
き
込

ん
だ
大
衆
的
な
運
動
の
展

開
」
と
い
う
の
は
本
当
に
難

し
い
と
い
う
こ
と
。
私
た
ち

の
主
張
を
多
く
の
市
民
に
も

共
感
し
て
ほ
し
い
―
と
思
っ

て
や
っ
た
こ
と
が
、「
本
当
に

訴
え
る
気
が
あ
る
の
か
」
と

思
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
逆
に
市
民
を

遠
ざ
け
か
ね
な
い
危
険
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
公
共
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
大

衆
行
動
を
提
起
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
が
、
自
己
満

足
で
終
わ
ら
ず
、
か
つ
市
民

を
惹
き
つ
け
る
大
衆
行
動
に

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

（
大
島

進
）

3.8国際女性デー北海道
集 会

3月8日�土 １３：００～１６：００

北海道自治労会館５Ｆ大ホール

講演 「私たちがめざすワーク

・ライフ・バランス」

講師＝瀬知山 角さん

（東京大学准教授）

パネルディスカッション

「女性の働き方を考える」

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp

ヒロちゃん
の

国会だより
�

話話余余中中忙忙

仲野博子

とき

会場
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